
教育事業名 平成２７年度教育事業 

教員免許状更新講習 

「学級指導・学級経営に生かす自然体験活動①・②」

事業の趣旨 教員が体験活動の意義について理解するとともに、児童・生徒の集団宿泊活動を効果

的に実施するための基本的な体験活動指導技術を身に付ける。また、学習指導要領にお

ける体験活動の取扱いを理解し、教育課程の編成や教育活動に取り入れる方法を講義や

実習を通して習得する。 

対象者 平成２９年３月３１日及び平成３０年３月３１日に修了確認期限を迎える小・

中学校教諭①３０名・②３３名 

（その他の校種の方も、受講を希望する場合は受け付ける。） 

実施期間 ① 平成２８年２月１３日（土）選択領域６時間分 

② 平成２８年２月１４日（日）選択領域６時間分 

参加者／定員 ① ３０名／３０名   ②３３名／３０名 

活動プログラム 学級指導・学級経営に生かす自然体験活動① 

 内容 講師 

午前 開会行事、オリエンテーション 国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 他 野外炊事 

事前・事後指導、薪割り・火起こし体験、

災害救助用炊飯袋での炊飯を含む。 

午後 講義「体験活動の意義と学習指導要領」 高知県教育委員会小中学校課 

指導主事 

中越 英二 氏 

履修認定試験 国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 他 閉会行事 

学級指導・学級経営に生かす自然体験活動② 

 内容 講師 

午前 開会行事、オリエンテーション 

 

国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 他 

講義「安全管理」 

 

国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 

ジオパークを生かした自然体験活動の

指導法 

室戸ジオパーク推進協議会 

地質専門員 白井 孝明 氏 午後 

履修認定試験 国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 他 閉会行事 
 



 

活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

【学級指導・学級経営に生かす自然体験活動①】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野外炊事（事前指導） 

講義「体験活動の意義と学習指導要領」

野外炊事（災害用炊飯袋の活用）

履修認定試験 

野外炊事（事前準備） 

野外炊事（火の管理） 野外炊事（食器の確認） 

野外炊事（カレーライスの完成）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学級指導・学級経営に生かす自然体験活動②】 

 

 

 

 

 

 

「学級指導・学級経営に生かす自然体験活動①」の野外炊事では、事前に行った課題

意識調査で「南海地震に備えた野外炊事を行ってほしい」という要望があったことから、

メタルマッチによる火起こし体験の他、災害時に活用できる「災害救助用炊飯袋」を用

いて炊飯を行うなど、受講者の要望を取り入れた講習を行うことができた。 

「学級指導・学級経営に生かす自然体験活動②」では、安全管理面で自然体験活動の

指導者として配慮しなければならない点を講義するとともに、「室戸ジオパーク」を教

材に、ガイド形式による体験活動と小グループでのゲーム形式による体験活動を取り入

れた２つのタイプの活動を行った。それぞれの活動を行いながら、ねらいを明確にし、

目的によって活動の形態を変えることや、事前・事後指導を行うことにより体験活動の

効果を上げることができることを受講者に体感してもらうことができた。 

今回の講習では、年度末の多忙な時期の日程にもかかわらず、多くの受講の希望があ

った。好評であった要因には、昨年の８月（夏休み中）から、高知県教育委員会をはじ

め、受講対象者に対して地道に広報活動を続けていった点や、１日６単位時間の講習２

回のうちいずれか１日だけでも受講してもよいという弾力的な受入れ体制をとった点が

講義「安全管理」 

ガイド形式のジオパーク体験（室戸岬） 砂岩・泥岩交互層の見学（室戸岬）

ゲーム形式でジオパークを体験（室戸岬） 班での協力が大切（室戸岬）

講義「ジオパークを生かした自然体験の指導法」 



 

事業の課題 

 

 

 

 

 

 

 

挙げられる。また、アンケートの結果を見ると、昨年度の受講者から聞いて受講したと

いう方が多く、講習の内容に肯定的な期待感を持った方が多くいたことが分かる。 

受講後の「免許状更新講習受講者評価書」の講習内容についての評価を見ると、講習

①での総合評価「よい」が 66.7.％、「だいたいよい」が 33.3％、講習②では、「よい」

が 75.8％、「だいたいよい」が 24.2％であった。講習内容についての満足度はかなり高

い評価を得ることができた。 

受講者からは、時間の余裕のある夏休み中の開講を望む声もあるが、当施設の利用状

況から考えると繁忙期の開講は難しい。また、本年度は、初日にこそ雨にたたられたが

プログラムの変更はせずに実施できた。ただ、冬期の開催であり、気候によっては実施

できないプログラムも含まれていたので、荒天時のプログラムについては検討の余地が

ある。 

また、受講対象者は、当施設では主に小・中学校の教諭を対象としていたが、今年度

は高校教諭も含まれていた。 

いずれにせよ、今後も参加者の要望を取り入れながら、充実した講習になるように運

営の改善、講習内容の検討を行っていきたい。 

 


